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１． 

１） 原料となるトルエンは液体であり、非圧縮性流体であることから、ポンプの出口にバ

ルブを設置しただけでは流量調節ができずポンプに過剰な圧力がかかる。そのため、

一部を返送することで供給トルエン量を調整している。 

したがって、供給労を増加させたい場合には返送量を減少させるといった制御を行っ

ている。 

 

２） E-101 は、蒸気熱交換器であり、H-101 は燃料を使った燃焼加熱器である。 

蒸気加熱器の方が、燃焼加熱器に比べて低コストで加熱が可能であるので、1 段目で

蒸気加熱器を利用してできるだけ原料の加熱を行い、蒸気加熱器で加熱できない領域

を燃焼加熱器で加熱することで全体のコストを低く抑えている。 
 

３） 発熱/吸熱 理由 

発熱 流入するストリームの温度に対して流出するストリームの温度が高

いため。 

 

４） 文字記号 どのように制御されているか 

TIC 反応容器内部の温度が設定温度よりも高くなったときにバルブを開

き低温のストリーム 7 を増加させることで冷却を行う。 

 

５） V-103 で除去されていた水素およびメタンが回収されずに蒸留塔へ流入して上段から

流出し、ストリーム 19 から排出される。 

 

  



２． 

１） 

 
最小冷却要求量 

QC,min (H.U) 

2000 最小加熱要求量 

QH,min (H.U) 

2000 

 

２） 最小冷却要求量 

QC,min (H.U) 

4000 最小加熱要求量 

QH,min (H.U) 

4000 

 
  




